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誘電率及ぴ誘磁率の測定について

森　　　　　　　弘

（羽）繕　　　言

短形導波管に於ける糎波に対丈る誘電率及び誘磁率の同時測定法について通研の小口氏が発表

していることは論集第一号で述べた。

こふでは小口氏の方法をも含めてそれと少し異つた方法を導いてみたいと思う。

（望）測定の基礎式
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凪（”）、、＝ん（鮒帥〃十吟θ功（一尾〃））

　　　　　ん凪（心＝玖（θ功鳥卜舳功（｝鳥・））

図の如く短形導波管の軸方向をπ軸そ

れに直角な方向を〃，〃軸とする。領域

L3季気暦領域2，4を夫々試料導体

層とする。

この導波管内を伝邊する凪。婆態につ

いての基礎式は

（1）

こ旧一1・・，・は夫硝域1・…に応する慎を与えるものとする・み一1背

Z名はガ方向の伽”伽カ”伽脇である。

　”＝∂，ガ＝0で電界，磁界の”軸方向成分が連続であることを1考慮して弐の関係式を得る。

Z・〔θ功〃十〃功（一”）〕＝双θ功”十灼θ功（一肋）〕　（2）
　　幼冶〃一舳功（一冶・♂）　　　θ功冶・♂一舳ψ（一為・♂）

　　　1＋灼　　2ら　　　　　　　二　2乙〃α〃々　冶11　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）

　　　1一灼

　　易　　μ・冶。
　　一＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
　　Z　　μ。島

これらより

　　　幼（2舳十灼。μ・尾・坐浬・肘灼＿τ　　　　　（。）
　　　θガカ2冶1♂一灼　　　　μ1尾2θκカ2島∂一グ2

　　　1＋灼＝尾・μ・肋励冶、1　　　　　　　　　（6）
　　　1一灼　　冶。μ・

（5），（6）より狗を消去
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　　　　μ。冶・　　　　μ。尾。　2冶2♂　　　　　　　　1、一1　　　　　　　　　　　〃ακ序居11－1

θ／般、十、／一畿””乃ん、十、　　　（・）
　　　　μ2后1　　　　　　　　　　μ2ゐ1

　　　　　亙。，。、α。
γSη侃ρ＝亙舳刎　亙が極小である位置より試料面迄の距離を軌とするとき（5）式の左辺は

　　　　　　　　2π　　　　　．　2π＿
　　τ一ρ十畑宇一’十竿碁，坊一。告ぺ（・）
　　　　’・プ1・・カ戸1・・肋戸（クつ、1．。．．．．．．1

となることはよく知られているO

叉誘電率，誘磁率の式

1・一（宗）2イ（lL九・）（l1－ll・）

　　　一（字γ／（÷Hけ）（・一1・1）〕　　　（・）

　　　　　　　　　　　　λ　　　　　　　　　　lr一　　（ま1釘一　　ん　、
　　　　　　　（μLブμ”）（εLブεソ）■（τ）2

もよく知られている関係である。，

（ψ一ブμ”）2 （10）

（3）測　庭　武

　　　　　　　　λ1
（a）1ユ＝0，　1・＝一
　　　　　　　　4
　　　　　　　　　　　　λ・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2πこれを（7）式に代入・1＝o・1・＝了に対応するτを夫汕・乃とすれば肋舳・1≒伽㌃1

として

θ㍗崇三；〕一一

　　　　μ。尾・

2尾、あμ・尾・乃一

θ1錆乃十、／－1
　　　　μ。冶2

（11）

（12）

（l1），（12、より

（叢姜1卜乃1乃

∴班11蝋（癸）・・一

（13）

（14）
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これが小口氏の結論に一致するものである。一これからε1一ノε”｝’一ブ”、を求める方法は論

集第4号でr9700〃Cに於けるヵ一ボニル鉄粉の誘電卒及び誘磁卒の測定」として示した。

　　　　　　　　λ1（b）1・＝・・1・；百

これを（7）式に代入夫々に応するτをτ。，乃とすれば

　　　2尾、ゴ　1＋μ・居・乃

　　。　＝　μ2尾・　　　　　　　　　　（15）
　　　　　　　1＿μ・尾・r、
　　　　　　　　　μ・尾・

、・胴二（㍑H）（か・1）

（脚十1）（㍑ト1）
（16）

（15），（16）より

（宕；釘一㌻芸戸

θ2あ∂一／1・乃（㌻芸戸）÷／

（17）

1」乃（乃蒜ブ）丁（1・）

（17）（18）式を用いて（包）の場合と同様にしてμLル”εLプε”を求め得・

　（・）Z。＝1・；oあ＝2φ

試料の厚さ4＝4．6：2あに応するrを夫々τハ乃とすればこの関係を（7）式に代入

乃一（1M一）（θ棚十1）一1（瞭ジ

乃一（・鮎一1）（1偽必十1ヅ1（㍑）・1

（19）

（20）

これら（19），（20）式より

　　　　　。（2㌻1㌃

（か㍗・芦、1

1脇一11＋乃（瞭）／ ト引㍑）／－1

（21）

（22）

（21）式を（22）式に代入θ2為・あが決まる。（21）（22）より（a）と同様にしてε1一ブε〃，μL加〃を

求めることが出来る。

　　　　　λ1　　　λ1
（d）1・＝マム＝万

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2為2必この関係を（7）式に代入すれば（12）式及び（161式を得るからこれから台　　を消去

（l1隻プー乃乃十失、一乃ブ （23）
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又（12）式より

　　　　　μ2為。
　　　　　　　　十1　2為2♂1　　　　μ1為2

θ　　　　　　：
　　　　　μ。為。
　　　　　　　　一1
　　　　　μ。為・

（24）

（23）式を（24）式に代入θ2為・必が決まる。（a）と同様にしてε1一ブε〃，μ1＿ブμ〃が求まる。

（碍）緒　　　　破

　以上の如く誘電率及び誘磁率の同時測定法について4通りの方法を示したが計算法に於ては

（刮）の方法が最も容易である・目下これらの方法の比較について雫験的に検討←ている・

　以上を纏めるにあたつて本学部の竹本先生の御授助並びに参考文献を御寄貝曾して下つた通研

の石岡篤夫氏1立命館大学の瀬尾英唯氏の御好意を深く摩謝致します。
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